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本研究の 目的は次の 3点 で あ る． 1J 胆管系に 付属す る腺組織 が生 理 的状態で肝内胆管に 分布 して
い る か 否 か ， も し分布し て い る な ら ば， そ の 分布範囲， 密 凰 形態学は どう か ． 2う 肝内結石症の 結石部
胆管周辺 に 存在 する と され る腺様構造物 の 本体の 解明 お よ びそ の 起源 の 考察． 3フ 肝内胆管拡張症 の 肝内
胆管の 腺組織の 状態の 解明 ． 人 正常肝 30例， 肝内結石症肝 17例， 肝内胆 管拡張症 18例 を肝内胆管造影軌
連続切 片を含む組織学的方法， 粘液組織化学で検索 した． その 結果， 正 常肝の 肝内胆管 に は ， 肝外胆管の
腺組織 と同 じ腺組織が ， 肝門部肝管 より s egm entdu ct， a r e adu ct 付近 ま で 分布 して い た ． その 密度は肝
管で 高く， 肝内胆管上流部ほ ど低 か っ た ． この 腺組織は分枝管状胞状 の 混 合腺 く祭液腺房優似 で ， そ の
小葉は胆管壁外 の 結合織 に 存在 し， 胆 管長軸 に 沿 っ て2列 に 配列 して い た． 各 々 の 小葉は 薄い 線推組織 で
と り囲まれ て お り， 導管 で胆管内腔 と連絡 して い た． 粘液腺房 に は ， 少量の 中性ム チ ン ， シ ア ロ ム チ ン ，
ス ル ホ ム チ ン が認め ら れ た． ま た， 胆管壁内 に は， ごく少量の 単 一 管状の 粘液腺が み られ た が， 症 例差 が
大き か っ た ． 肝 内結石症の 結石 部胆管壁内外に は， 多量 の 腺様構造物が認め られ ， そ られ は壁内腺と壁 外
腺か ら成 っ て い た ． 壁内腺は管状の 粘液腺 であ り， 壁外腺は正 常肝の 腺組織と同様 の 分 枝管状胞状の混 合
腺 く栄液腺房優似 で あ っ た ． 発生機序 と して ， 壁内腺 は胆管表層上皮が 胆管壁内に 入 り込 み， 増殖 した
もの ， 壁外腺は既存の 腺組織が増殖 した過 形成と考 えられ た． 壁内腺 ．壁外腺 とも に ， 多量 の 中性ム チ ン ，
シ ア ロ ム テ ン， ス ル ホ ム チ ンが 認 め られ た． ま た， 結石 内に も粘液が認 められ ， 多量 に増殖 した腺組織 か
ら分泌さ れ る粘液が結石形成 に 関与 して い る こ とが 示唆さ れ た
． 肝外閉塞に よる肝内胆管拡張例 に は若干
の 腺組織の 増殖が み ら れた が， 非閉塞性肝内胆管拡猥症で は腺組織 の増殖， 異常は み とめ られ なか っ た ．
Key w o rds Du ct Gla nd， Intrahepatic Bile Du ct， M u cin， Hepatolithiasis，
Caroli，s Dise as e．
正 常 ヒ ト肝外胆管壁 に 腺組織 が存在す る こ と が知 ら
れ て い るり2J
．
こ の 腺組織は 分枝管状胞状腺と さ れ， 肝
管 一 総胆管 ． 胆 嚢管に お い て 確認さ れ て い る3 － 川 し か
し， 左右肝管よ り上 流の 胆管系の 腺組織 の 有無 に つ い
ては， 全 く記載 がな い ．
一 方， ヒ ト肝 内結石症 に お い て， 結石 の 存在す る肝
内胆管周辺 に小 腺管の 集族 した構造物が存在す る こと
が報告され て お り， こ の 構造物 と結石 形成 の 因果関係
が示 唆され て い る 川 1 21． しか し， その 由来に つ い て は全
く不 明 で あ り， 門脈域内の 細胆管が集合 して 腺様構造
を形 成し たも の ， 或 い は先天的形成異常， 即 ち e ctopia
だとす る解釈も ある が， そ の 本質と 起源 に つ い て の 納
A Bl．0
，
alcianblue at pH l．0， A B 2．5，
得の ゆく 説明が 与 えら れて い な い ． また ， 総胆管拡張
病や Caroli病 等の 先天 性胆道拡張症 は稀に 結石 が 合
併 する こ と が報告さ れ て お り1 3－ や ， 胆管拡張と結石 形
成の 関係が 注目 され て い る ． しか し， 拡張部胆管壁の
腺様構造物が どう な っ て い る の か は ， 明確 な記載が な
い
．
そ こ で， い 生 理 的状態に お い て ， 肝内胆管壁内外
に 腺組織が存在 する か 否 か ， 有る と すれ ば その 分布 ．
形態は どう な っ て い る の か ， 2ン 肝 内結石症に み られ
る胆管壁 の 小 腺管の 集簾 した構造物 は何か ら発 生す る
の か ， 3I 肝内胆管拡張症 で は， 腺組織の 分布 一 形態
は どう な っ て い るの か ， 以 上の 三 点に 主眼 を置い て 以
alcia nblu e at pH 2．5， C B D， C O m m O nbile du ct，
ConA
， Co n c a n av alin A， D A B， dia min obe ntidine， H E， hem atoxylin e osin， H ID， highir o n
diamin e， H R P， hors e r adish peroxydas e， LA D， 1eft are adu ct， L H D， 1eft hepatic du ct，
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下の研究 を行 っ た．
対象お よび 方法
本研究で は， 肝内胆管を左右肝管合流部よ り上 流の
胆管どし， 胆 管壁を胆管表層上皮下 に あ っ て， 神経 ．
動脈 ． 静脈 をも た ない が， 少数の 毛細管 をも つ 線維性
組織 と した．
まず， 無作為に ， 剖検肝149例の 肝内胆管造影 を行 っ
た ． 剖検時 に ， 総肝管に ポ リ エ チ レ ン チ ュ ー ブ を挿入
し， 生食水 で肝内胆管 を数 回洗浄 した後， 温熱5％ ゼ
ラ チ ン 添加硫酸バ リ ウム を手圧 に て 注入 し， 縛肝管 を
結致した． 門脈よ り 10％中性緩衝ホ ル マ リ ン で肝 を濯
流固定 し， 24 時間後 に 前後方向の肝内胆管造影写真 を
撮影した． 次に ， 肝 を前額面で厚さ約 1．5c m の 数個 の
切 片に 切り ， 再び X 線写真を撮影 したく写真 い ． X 線
撮影装置は Softe x， ty pe C M B－2 を使 用 し， 撮影条件
は 60Ev， 4．5 m A で照射時間 は 1 分間と した ．
I ． 正 常肝
肝内胆管造影所見 ■ 肉眼所見 ． 組 織所見 で 肝胆管系
に 異常 を認 め な い 剖検肝30例く男， 18例 二 女， 12例 こ
平均年令 64才l を正常肝と して使用 した． He aley ら 瑚
の 命名法 に 従っ て， 肝 内大型胆管名 の同定を X 線写真
上 で行 っ た く写真 1， 図 い ． そ して ， 1剖検肝 よ り，
left hepatic du ctくL H Dl，1eft segm e nt du ctくL S Dl，
1eft a re a du ctくL A Dl， right hepatic du ct くR H Dl，
right segm e ntdu ctくRSDI， rightare sdu ctくR A Dl， の
合計6偶の 組織切片 を切り出したく図1I． 敵 組織切
Fig．1． Pre v ailing patter n a ndn o m e n clatu re ofthe
bilia ry tr e ein the nor m al liv e r． Tra n sv e r se
histologic al s e ctio n s w e r eprepared at the sites
indic ated by dotted lin e s． C B D， C O m m O nbile
du ctニ L H D，1efthepaticdu ct三 L S D，1eftsegm ent
du cti L A D，1eft a r e adu cti R H D， righthepatic
du ctニ R S D， rights egm entdu ct三 R A D， righta r e a
du ct．
片は な る べ く胆管長軸に 垂 直 な面で ， 各々 分岐部よ り
約1c m上 演 部で作製 した 亡図 い ． また 30例中17例
に つ い て， 総胆管横断面 の 組織切片を作製 した． 組織
切 片を通常通 り に ， 脱水 ． パ ラ フ ィ ン 包埋 ． 5月 m 薄切
を行し1， 各種染色 を行 っ た ．
ま ず， 数 十偶 の 組織切片 を連続切片法 く5月 幅 で
300へ 500枚1 に て観察し， 腺組織 の 立 体構造 を観察し
た． 次に ， 1 つ の 肝の 計 6ケ所 の 胆 管横断面 の へ マ ト
キ シ リ ン エ オ ジ ン くH Eう標本上 で ， 腺小薬数 をそ れぞ
れ 数 える こ と に よ り， 各 レ ベ ル 胆管 に お け る腺小葉量
を比 較 し， 腺組織の 分布密度 を検討 した ． 更 に ， 腺小
葉 を腺房の 大部分が梁液腺房で あ る染液型 く写真21，
大部分が粘液腺房で あ る粘液型く写真 3ン， 黎液腺房 と
粘液腺房が混在 する 混合型の 3型 に 分類 し， 各 レ ベ ル
胆管 で 各々 の 分泌 型の 割合 を求め た．
粘液腺房 の 粘液の 性状 を知る た め に ， 各種の 多糖類
染色 を行 っ た ． 中性 ム チ ン の た め の pe riodic a cid－
SchiffくP A SI 染色， 酸性 ム チ ン の ため の ア ル シ ャ ン プ
ル ー pH 2．5くAB 2．51 お よ び コ ロ イ ド鉄法 抑 ， ス ル ホム
チ ン の た め の ア ル シ ャ ン プル ー pH l．0くA B l．OIお よ び
highiro ndia min e法2りくH IDl， 中性ム チ ン と酸性 ム チ
ン の 鑑別の ため の ア ル シ ャ ン プ ル ー pH 2．5ノP A S二 重
染色2 01くA 王ヨ2．5ノP A SI， シ ア ロ ム チ ン と ス ル ホ ム チ ン の
鑑別の た めの high ir o n diamin elア ル シ ャ ン プル ー
pH 2．5 二 重染色21くH IDノA B 2．51， 糖 タ ン パ ク の マ ン
ノ ー ス 残 基 お よ び グ ル コ ー ス 残 基 の た め の Co n－
C an a Valin AJho rs e radish pe r o xida s eldia min obe nti．
din e法22IくCo nAIH R PJD ABJを行 っ た ． 観察は主 とし
て A B2
．5ノP A S二 重 染色 と H I DJIA B 2．5二 重 染 色で
行っ た ． 二 重染色の 染色性の 不正確性 に 対 して は， 単
独染色 に よ り， その 染色態度の 妥当性 を確認 した ．
工工
． 肝 内結石 症
剖検例肝内結石症肝 7例， 外科的 に 切 除され た肝内
結石症肝 10例 の 計 17例く男， 10例 こ 女 ， 7例 二 平均
年令， 64才Iを用 い たく表 11
．
X 線写真と肉眼所見に
基づ い て 結石 部胆管名 を同定 し， 結石 部胆管 の 横断面
の 組織切片を作製 し， 各種染色を行 っ た ． そ して ， 結
石 部胆管壁内外 に 存在 す る小腺管の 集族し た構造物に
重点 をお い て， その 組織学的観察 ． 小 葉量 ． 分泌型 の
割合 ． 粘液組織化学的観察を行 っ た ．
m ． 肝 内胆 管拡 張症
肝内胆管造影 で 発 見さ れ た 18例の 肝内胆管拡張症
肝 を用 い た． 内訳は， 肝外閉塞 に よ る肝内胆管拡張5
例く総胆管結石 3例， 膵癌2例1， 非閉塞性肝内胆管拡
LS D， 1eft segm e nt du ct， P A S， periodic a cid－Schiff， RA D， right are adu ct， R H D， right
hepatic du ct， R S D， rights egm ent duct．
肝内胆管付属腺の 形態学的研究
張症 くCa r oli病1 3例， 非閉塞性孤 立 性肝内胆管拡張
症2例， 軽度の 非閉塞性の 肝内胆管拡張症例 8例で あ
る． 正 常肝 の 場 合と同 じ方 法で 腺組織の 観察を行 っ た．
成 績
I ． 正 常肝
1 ． 肝外胆管の 腺組織
検索し た 17例 の 総胆管 の う ち 14 例で ， 総胆管壁内
外に 分枝管状胞状腺 を確認 した． 1 つ の 組織標本上 ，
平均 3．4 個の 腺 小葉が観察され， 賛液型小葉が 17％，
粘液型小 葉が 66％， 混合 型 小 葉が 7 ％で あ っ た く図
2 I． 即 ち， 肝外胆 管の 腺組織は粘液腺房優位の 混合腺
で あ っ た ． 粘液組織化学的に は， 後述す る肝内胆管の
腺組織と同所見 で あ っ た ． く表21．
2 ． 肝内胆管造影
約 1 3の 例 で， 主 と して segm e nt du ct， a r e adu ct
の 胆管緑 に 鋸歯状の 造影所見が得 られ たく写真 り ． こ
の 造影所見は， 組織像と て らし合せ て ， 散在性に 存在
す る胆 管壁腺小葉の 導管が表現さ れ た も の と 思 わ れ
る．
3 ． 肝内大型 胆管の 腺組織像
正常肝内大型胆管周囲 に は小 腺管の 集族巣が あ り，
それ は後述 す る連続切片法で み る と明 らか な腺組織で
あ っ た
．
こ の 腺組織 は胆管壁外に 存在 し， 小葉 を作 っ
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て い た
． 各小葉は基本的に 肝実質緑に 平行し て走 り，
か つ 当該す る大型 胆 管の 左右両側 に対 をな して 配 列し
て い たく写真5レJl葉は数個 へ 数十偶 の 腺房 か ら成 り，
輪状の 結合組織線推に と り囲まれ て い たく写真2， 3．，
6う． この 結合組織は胆管壁の結合組織と連続 して い た
く写真 6， 9う． 腺小葉 は染液腺房と粘液腺房の 2種よ
り構成さ れ， 柴液腺房 の 上皮 は短円柱状で， 核 は細胞
質に 比 べ て 大 きく ，細胞質は比 較的暗か っ たく写真 21．
粘液腺房の上 皮は 高円柱状 で ， 核は基底側に 偏在 し，
細胞質は明 るく ， 粘液分泌性と 思われ たく写真3う． ま
た， 腺房間に は分岐が認 め られ たく写真2， 31． 連続
切片法 で み る と， 腺小葉 は導管を通 じて所属胆管内腔
と連絡 して い たが ， 肝実質と の 連絡 は認め なか っ た ．
隔壁胆 管で の 連続切 片所見を写真7 － 12に 示 す
．
これ
ら の 観察結果 より ， こ の 腺組織は肝内大型胆管壁外の
結合組織内に あ っ て， 胆管壁の 左右 に対 をな して い る
分岐管状胞状腺 で あ る こ とが わ か っ た
． また， 大型胆
管壁内に は， ごく少量の小 葉構造 を示 さ ない 単 一 管状
腺が 存在 して い たく写真13Jが ， その 密度 は症例 に よ っ
て 差 が著 しか っ た ． 以上 の 連続切片法に よ り判断さ れ
た腺組織の 立体模式図を図 3に 示 した．
4 一 腺組織 の 分 布状態 ． 密度 ． 分泌型 の 割合
図4の 如く， 正 常肝30例の う ち，L王1 D と R H Dに の
み 腺組織が存在 す る例 が 1例 で あ り， こ れ に 対 し，
Table l． Fe atu re s ofgallsto n e sin 17c as es with hepatolithia sis
Gallsto ne s
ageくyrJ se x Cha ra cte r qu a ntlty
Sto n e， C O ntainingbiledu ctsく0ナ
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Statu S after chole cyste cto my，
G Bこ gallbladde r．
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Fig． 2． Nu mber ofthe gla ndula rlobule per c r o ss－
Se Ctio n at v ario u spo rtio n s ofthebiledu ct w alls
in the n o r m al liv e r． T he height ofe a ch c olu m n
a nd T－Shaped line repres e nts the m e a nくml a nd
Sta nda rd deviation くSDl， r eSpe Ctiv ely， Of the
n u mber of gla ndula rlobule per cro s s－ Se Ction．
T he up pe rくM xl， mi ddleくMula nd low e rくSelbox
Of e a ch c olu m nindic ate mix ed， m u C OtlS a nd
SerOtlSty pelobule， r e SpeCtiv ely． Sets of c apital
lette rs， Whos em ean lngS a re Sho w nin Fig． 1，ju st
belo w in dividualc olu m n s repre s entv ario u sle v els
Of bile du cts． Ea ch of figu r e s仙 sho w nin the
low e rm O St pO Sitio n sbelo w the c olu m n s r epr e－
Se ntS the n u mbe r of c a s es which ha v egla ndula r
lobule at the c o rre spo ndingbiledu ct．
L H D
，
IJSD，IJAD，R H D，RS D，R A Dと広く深く存在する例
が 13例 と最も 多か っ た ． 左 右肝管に は す べ て の 例 で 腺
組織が み られ ， 半数以上 の 例で s egm e nt du ct レ ベ ル
ま で 分布 して い たく図4I． 尚， 一 部 の 例 で は隔壁胆管
Septal du ct の レベ ル まで分布 して い たく写真 7 － 121．
1枚 の組織標本上 で の 腺組織 の 平均小葉数は L H D
で 3■8， LSD で3－8， L A D で 2．5， R H D で 3．8， RSD
で 2■2， R A Dで 0．8個で あ っ たく図 2J． 従 っ て ， 肝 内
胆管上流部ほ ど腺組織 の 密度が低 い と判断され る ．
分泌型の 割合 は， 全体と して 梁液型が 75％， 粘液型
が 12％， 混合型が 13％で あ っ た く図 2う． こ の 割合 は
す べ て の レ ベ ル の 肝内胆管 に お い て ， 大体 一 定で あ っ
たく図2I． 従 っ て， 肝内胆管の腺組織は奨液腺房優位
で あ り， 肝外胆管の 腺組織 が粘液腺房優位 で あ る の と
対照的 で あ っ た ．
5 ． 腺組織の 粘液組織化学
染色結果 の大層 を表2 に 示 す． 賛液腺房 は ， す べ て
の 染色法で， 内盛緑が 弱陽性 に 染色 さ れる の み で あ っ
た ． 粘染腺房 は， A B 2．51P AS 二 重染色 で は核上 部細胞
質が中等度 に 青 旬 赤 く育ン 射 に くカ ラ ー 写真 い ，
H 工DノA 阻 5二重 染色 で は核上部細胞質が中等度に 褐
色 ヘ 音 く褐色毒 割 に は ラ ー 写真 2う 染色 さ れた
．
Co nAJ
IH R PID A B染色で は， 細胞質全体 が陰性 へ 微
弱陽性 で あ っ たくカ ラ ー 写真3う． こ れ よ り， 粘液腺房
は主 と して 酸性ム チ ン を， ま た少量 の 中性 ム チ ン を分
泌す る と判断さ れ る． また ， 粘液糖タ ン パ ク に は マ ン
ノ ー ス 残基 お よ び グ ル コ ー ス 残基 は少 い と判断さ れ
る ． 胆 管表層上皮は ， A B 2．51P A S二 重染色 で は内腔線
が弱く青 へ 赤く青之赤1 に ， H I DJIA B2．5 ニ 重 染色で は
内腔緑 が弱く褐色 旬 青 く褐色毒 割 に ， Co nAIHRPI
D A B染色 で は 内腔緑 が微弱陽性 に 染色 さ れ た く表
2う． 梁液腺房 と表層上皮 の内腔縁 の 染色性 は恐ら く
Surfa c e c o at によ る と思 わ れ る
．
工工 ． 肝 内結石症
1 ． 結石 部肝内胆管の 組織像
造影 に 成功 した 1 例で は， 肝内胆管 は不 規則 か つ 著
明 な 拡張 を 呈 し， 所 々 結石 透過像 が み ら れ た く写真
14ン．
結石 部胆管壁 は高度に 肥厚 し， 胆管表層上皮 に は広
い 剥離と乳頭状 の 増殖部が あ り， 広 く炎症細胞浸潤が
み られ た ． 胆管壁外の 結合組織も線維性 に肥厚 し， 動
静脈血 管壁 の 肥 風 神経束の肥大が みら れ た
． 最も特
徴的な像は多数 の小腺管 の 集簾 した構造物 が認 められ
た こ と で あっ たく写真15フ． こ の腺様構造物 は， 本来の
胆管壁内に 存在す る も の と ， 胆管壁外に 存在す る もの
との 2種に 分類さ れ， それ ぞ れ壁内腺， 壁外腺と して
取扱 っ た ． 壁内腺の 腺房 は原則 と して 単 一 ば らば らで
あ る が ， 数個の 腺房 が集簾 し， 不完全な小葉 を形成す
るも の も あ っ た ． こ の 腺 は胆管壁の ほぼ全周 に存在す
るも の が多 く， そ の腺房上 皮の ほと ん どは基底に 偏在
す る核 と明 るい 細胞質 をも ち， 粘液腺で あ っ た く写真
16ン． 壁外腺の 組織像く写真171は正 常肝の 胆管壁外の
腺組織 と同様 で あ っ たが ， 小葉の 集団が大き く， 小葉
の 分布 が密で肝実質緑附近 に 多く 分布 して い る点が異
な っ て い た
．
連続切 片法 で みる と ， 壁内腺は直接胆管腔内に 開口
す る少数の 分岐 をも つ 管状腺 で あ っ た ． 一 方， 壁外腺
は多数の 小葉が 散在性 に 配列す る分枝管状胞状腺であ
り， 導管 を通 し て 胆管内勝と連絡 し， 肝 実質 との 連絡
を認 め なか っ た ． ま た， 壁外腺 小葉 をと り ま く輪状結
合組織 は胆管壁 と連続 し てい た ． 壁外腺の 導管の 連続
切片所見を写真 18－22に 示 す． また ， 連続切 片法で 観
察さ れ た腺様構造物の 立 体模式 図 を図 5 に 示 す．
2 ． 腺様構造物の 量， 分泌型 の 割合
1 枚の 結石 部肝内胆管の 組織標本上 で の 平均小葉数
は各 レ ベ ル 胆管 で 12個 へ 23傭 で あ り， そ の う ち約 1ノ
3 が壁内腺， 約 2ノ3 が壁外腺で あ っ た く図61． こ れと
同 一 レ ベ ル の 正 常肝内胆管 く図2っ と比 較す る と， 壁
内腺に お い て は， 比 較 で き な い く らい 多量 で あり， 壁
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Fig． 3． Sche m atic ste re ogr a mfor theintr ahepaticla rgebile du ctin the n o r m al liv er． T he biledu ctbe a r s
gla ndula rlobuli in tw o ro w s which a relo c ated o nop po site sidesto e a ch other a nd a rr a ngedpa rallelto the
慧i怨霊豊e監芸諾箭完s霊慧漂霊霊1霊誅監慧慧霊豊憲and ha sthe c o nduitlinPng thelobule with a bile du ctlu m e n． A fe w oftubula rgla nds へ1a repr e se ntwithin thebile du ct w all．
外腺に お い ては ， 2 へ 6倍 の 増加がみ られ ， 壁 内腺＋
壁外腺 の 総小 葉数で は， 4 へ 10倍 の 増加 が み られ た
く図2， 6う．
分泌型 で は， 壁 内腺 ＋ 壁外腺 の 総小葉 の う ち， 柴液
型が 45％， 粘液型 が 50％， 混合型 が 2．5倍の 増加 を示
し 個 2 ， 6フ． 特 に 粘液型 小葉の 増加が著明 で あ っ た ．
肝内結石 症 肝を結石 数に 応 じて， 高度群， 中等度群 ，
軽度群に 分 類す る と， 1 枚 の 組織標本上 の 平均小 葉数
は， 高度群で 20 ．0， 中等度群 で 14．1， 軽度群 で 8．2 で
あ っ たく図 7う． 従 っ て， 結石 数が多い 程， 小 葉数も多
く， 結石 の 進展 ほ 伴 っ て 腺組織が増加 す る と思 わ れる ．
3 ． 腺様構造物の 粘液組織化芋
染色結果 の 大要 を表 2 に 示 す
． 壁 内腺 の 腺房 は，
A B2．51PA S二 重 染色 で は 細胞質全体 が強 く赤 ヘ 音
條 主 都 に 染色 されくカ ラ ー 写真4う， m DノA B 2．5 二
重染色で は細胞質全体 が強く褐色 ヘ 音 く褐色 毒 青う に
染色され た くカ ラ ー 写真 51． Co nAIH R PノD A B染色
で は 内脛 緑が 弱 へ 中等度陽性 で あ っ た くカ ラ ー 写 真
6う． こ の 結果よ り， 壁 内腺は大量 の 中性 ム チ ン， シ ア
ロ ム チ ン， ス ル ホ ム チ ン を分 泌 す る と思わ れる
．
ま た，
粘液糖タ ン パ ク の マ ン ノ ー ス 残基 およ び グル コ ー ス 残
基は若干 量 存在 す ると 思われ る． 壁内腺 の 所々 に ， 杯
細胞や 中性ム チ ン の み を分 泌 す る胃幽門腺型腺房 を認
めた が バ ネ ー ト細胞は み られ な か っ た ．
壁外腺の 粘液腺房 は ， AB 2．51P A S二 重 染色で は核
上 部細胞質が 中等度に 育 へ 赤く育之 斜 に染色さ れ は
ラ ー 写真7つ， H 工DノAB 2．5 二 重 染色で は楼上 部細胞質
が中等度 に 褐色 勺 青く褐色 主部 に 染色され たくカ ラ ー
写真 8l． Co nAノH R PノD A B染色で は内腔緑が弱陽性
で あ っ たくカ ラ ー 写真 9う． こ の 結果よ り， 壁外腺 は中
等量の ス ル ホ ム チ ン ， シ ア ロ ム チ ン ， 中性ム チ ン を 分
泌 す る と思われ る ． ま た， 粘液糖タ ン パ ク の マ ン ノ ー
ス 残基 お よ び グ ル コ ー ス 残基 は若干量存在 する と思 わ
れ る
． 柴液腺房は内膳緑を除 い て 可染さ れ なか っ た ．
胆管表層上 皮は， A B 2．51P A S二 重 染色 で は内座緑
が弱く育 へ 赤く青 竜赤ぃこくカ ラ ー 写真 4J， m DノA B 2．
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Fig－ 4． Extent ofthe distributio n ofthe glandula r
lobule along the intr a， a nd e xtr ahepatic la rge
bilia rytre ein the nor m alliv e r． T he pr es e n c e of
du ct－ a SS O Ciated gla ndula r
－
lobuleis e xpr e ssed by
dotsin rightdiagra m s． L H D，lefthepatic du ctニ
LS D， left s egm e nt duQtニ L A D， 1eft a re adu cti
RH D， right hepatic du ctこ R S D， right segm ent
du ctニ R A D， right a re adu ct．
5ニ 重染色 で は内藤緑が弱く褐色 ヘ 音 く褐色毒う割 に
くカ ラ ー 写真 5l， Co nAIH R PノD A B染色で は 内腔緑
が弱陽性 に 染色され た ． これ より ， 表層上 皮は若干量
の 中性 ム チ ン ， シ ア ロ ム ナ ン ， ス ル ホ ム チ ン を分泌し，
粘液糖 タ ン パ クの マ ン ノ ー ス 残基 お よ び グル コ ー ス 残
基は若干 童存在す ると 思わ れ る ．
胆管脛内の色素石内お よ び ど リ ル ビ ン結 晶や 上皮細
胞 を混 じ たム チ ン ゲ ル 内は， A B 2．51P AS 二 重染色で
は所々 帯状 に 中等度に 青 旬 赤く青竜 斜 に 染色さ れくカ
ラ ー 写真 121， 凹 DノA B 2．5 二重染色 で は弱 く褐色 ヘ 音
く青 ン 褐創 に 染色され た は ラ ー 写真 川 ． こ の 結果
よ り， 色素石内， ム チ ン ゲ ル 内に 中性ム チ ン ， シ アロ
ム テ ン ， ス ル ホム チ ン が 存在 す ると 考え られ る ．
III． 肝 内膿 管拡張 症
1 ． 肝外閉塞に よる肝内胆管拡張
胆管造影像で は， 胆管の び まん 性の 不規則な拡張が
み ら れ たが ， 腺組織 は認定困難 で あ っ たく写真23I． 組
織学的に は， 胆管炎 と とも に 腺組織が認 め られ く写真
24ン， 正 常肝 に 比 べ て ， その 小葉数は増加傾向が認めら
れ た く図 8フ． 特 に 粘液型 小葉が増加 して お り く図81，
若干 の 壁内腺が み られ た． 粘液腺房の 染色態度は正常
肝 よ り強か っ た ．
2 ， 非閉塞性先天性肝内胆管拡張症 くCa roli病う
3例く60才女， 67才男， 75才女うと も両側性愛胞腎
CPotterIII塑l が あ り， 家族歴 か ら常染色体優性遺伝
形式が 示 され ， adult polycystic dis e a s eと診断され
た． 肝機能異常， 結石 形成 は認め られ な か っ た
． 肝内
Table2． Rea ctio npatte rn s of biledu ctepithelia a nd intradu ctalc ontents to s e v e ralstaining m ethodsfor
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Fig．5－ Sche m atic ste re ogr a mfo rthe intr ahepatic la rge bile du ct in hepatolithia sis． T he bile du ct is
ir regula rly dilated with thelu m e n a n cho ring a gallsto n e． T he bile du ct w alla nd pe ridu ctal c o n n ectiv etiss u e sho wfibr o u sthicke ning． Note the prolife r ating intr a m u r al tubula r gla ndsへ1 and extr a m 。，altub ulo alv e ola rglandsくV ， C O mpa red withtho se ofthe n o r m al liv e rdra w nin Fig． 3．
胆管造影像は胆管の び ま ん性の 不 規則 な拡張 を示 し て
い た く写真2引． それ と とも に 多数 の 褒胞 が み られ た
愕 真26う． 組織学的に 大型 胆管周囲に は， 軽度 の 線維
化 少数の 腺組軌 多数の 糞胞が認め られ たく写真 271．
隔壁胆 管 ． 小 葉間胆管 を含む門脈域 に は ， 軽度拡張し
た胆管， 嚢胞 vo nM eye nbu rg c o mplex が あ り， 軽度
の 線維化を示 して い た 博 美2軋 腺組織 の 状態 は正 常
肝と同様 で あ っ た く図9 う．
3 ． 非閉塞性孤 立性肝内胆管拡張症
基礎病患 は好酸球増加症候群く68才射 と糖尿病く74
才勤 で あ っ た
． 胆管造影 上 ， それ ぞ れ L S Dと L A D
に径1 ．5c m 位の 柔状拡張 が あ りく写真 29， 30ン， 1例
で は拡張部 に 結石透過 像が み られ た 愕 真29う． 肝割面
で は， 拡張は 明ら か に胆 管 で あ りく写真30， 33う， 透過
像は色素石 の た め で あ っ たく写真 30う． 組織学的に ， 拡
東部胆管 に は， 若干の 増殖 を示 す腺小葉が あ り， 壁内
腺の出現 も認め ら れた く写真 31， 34う が， 正常肝に 比
べ て有意の 増加 で はな か っ た ． 粘液染色の 態度は正 常
肝よ り強か っ た ．
4 ． 軽度 の 非閉塞性肝内胆管拡張症例
胆管造影像で は， 肝内胆管が軽く びま ん性に 拡張 し
て い たが， 腺組織 の 分 布， 量 ， 分泌型 の 割合等 は， 正
常肝の 腺組織と全く差が な か っ た ．
考 察
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Fig． 6． Nu mber ofthe glandula rlobule pe r c r o ss－
S eCtion at v a riou spo rtio n s ofthebiledu ct w alls
in hepatolithia sis． T he c o n stru ctio n of bar
－hist．
ogr a m a nd abbr e viatio n s a nd symboIs u s ed a re
the s a m e a sin Fig． 2． SymboIs く．I repre se nt
intra m u r algla nds． Sets ofcapital lette rs， Who se
m e anings a r e show n in Fig．1， ju st belo w in －
dividu al colu m n s repr e se nt v a rio u sle v els of bile
du cts． Ea ch of figu r e sくnl sho w nin the lo w－
e r m o st po sitio n sbelo w the c olu m n s repr e se nts
the n u mbe r ofc a se s which have gal 1sto n e sin the
C O rre SpO ndingbile du ct．
組織学書 に は， ヒ ト肝外胆管 に 管状胞状腺が存在す
る と記載さ れて い るり2鳩ミ， 肝 内胆管 に つ い て は， 全く
記載が な い ． 人 肝外胆管 の 腺組織 は， div e rtic ula3l，
Cry pt
31









， pe ridu ctal gla nd
卵
， tubulo alve olar
gla nd
l糊 等の さま ぎ まな 名称で呼ば れ て お り ， 乳頭部
胆管7I， 総胆管3 榊 ， 胆嚢管封， 肝門部肝管6刑 に お い て観
察 され て い る ． Burden31は胆管壁外に 4列 の m u c o us
gla nd を 観 察 し， M cM in nら
71は tubulo alv e ola r
gla nd の 上皮 に P A S陽性粘液， 含硫粘液 を認 め， Elias
ら91は小葉状 を呈 す るbr a n chedgland を観察 し， それ
は m u c o s er o u sで あ る と し て い る
．
Cho u ら4Iは de ep
gla nd に ， シ ア ロ ム テ ン ， ス ル ホ ム チ ン と少量の 中性ム
チ ン を 組織化学的 に 同定 し て い る． Ga utie rら61は
peridu ctal gla nd の 上皮 は ア ル シ ャ ン プ ル ー 陽性，
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Fig． 7． Nu mbe r ofthe glandula rlobule per cr o ss－
Se Ctio n ofthe affected du ct w al 1sin thre egro ups
Of hepatolithia sis． Liv e rswith hepatolithia sis
W e r edivided into thre egr o upsdepe nding o nthe
n u mbe r of gallsto n e sthey had． In e a ch gr o up，
the number ofgla ndularlobule pe r cro s s－ S e Ction
W a S C O u nted ir re spe ctiv e ofthe po rtio n s ofthe
biledu cts． Se eFig．2 fo rthe ab br eviatio n s and
SymboIs u s ed． Ea ch of lo w e r m o st figu re s回
indic ate s the n u mber of c a s e sbelo nglng tO
individu al gro ups． Gro up l， C a Se S With a la rge
n u mbe r of gallsto n esニ Gr o up 2， C a S eS With a
m oderate n u mber of gallsto n esニ Gr o up 3， C a SeS
With a s m alln u mbe rs of ga11sto n e s．
を年令別に 比 較検討 して い る ． Cohen51は ， ラ ッ トを用
い ， コ ル ヒ チ ン核分 裂像が主 と して bilia ry gla nd に 認
め られ る こ と よ り， gla nd の 上 皮が celltu rn o v e rに お
け る re n e w al r e aで ある と し て い る ． Sw e etl Olは ， 犬
の parietal sa cc uliに 吸収作用 が あ り， そ れ は1ittle
gall bladde rと み なさ れ る と して い る ． 以 上 の 文献と
本研究結果 か ら み て， 人肝外胆管の 腺組織は分枝管状
胞状腺で あ り， 粘液腺房優位 の 混 合腺 と みな され る．
こ の 腺組織 は， い 粘液分泌機能3川 6
－ 91
， 2H 細胞分裂
機能別， 31 吸収機能川 を有 する と 考え られ て い る ．
さ て ， 人 肝内胆管の 解剖学的研究が， 過去 多数の X
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Fig．8． Nu mbe r ofthe gla ndula rlobule per c r o ss－
SeCtio n at v a rio u sportio n s ofthebile du ct w a11s
in e xtrahepatic bile duct obstru ctio n． Sets of
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L11 D L S D 工．A D R 口D R S D R A D
m 土S D 3． 鮎1 ．司 3．7土1 ．2 1．7土1 ．7 3． 7土2．6 1． 知 ． 5 0．G
Fig－ 9． Nu mber ofthe gla ndula rlobule pe r cr o ss－
S e Ctio n atvario u spo rtio n s ofthe bile du ct w alls
in Car oli，sdis e a se．
線造影 法 ． 合成樹脂注入法 に よ っ て なさ れ て き たが ，
腺組織が肝内胆管周囲に 分布 して い る と い う 記載はな
い
． わ ず か に， H50 rtSjo別 と Ander ws ら2 3，が ， 肝門部
胆管に 腺組織に 似た 像を， 合成樹脂注入法で ， 認 めて
いる が， その 記載は 明確 で はな い ． ま た， 左右肝管よ
り上流側の 人 肝内胆管の 腺組織の 組織像 に つ い て は ，
ほと ん ど報告が な い ． そ の 理 由と し て ， 腺組織が ， 形
態的類似性か ら， 胆 汁を通 す小 胆管と して 扱わ れ てき
た可能性が強 い と思 わ れ る
． 本研究の 結果 ， 腺組織 は
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胆管壁外 に あ っ て， その 導管で 胆管内腔と通 じて お り
実質内門脈域 の 小型胆管と は全 く連絡が な い ． こ の腺
組織 は， 胆管壁の 左右 に 対 をな して 並 ぶ 分枝管状胞状
腺 で あ り か つ 柴液腺房優位の 混 合腺 で あ る こ と が わ
か っ た ． そ して， 過半数の 例で， 肝門部か ら a r eaduct
レ ベ ル ま で 分布 して お り， 少数例 で は隔壁胆管まで 分
布して い た
．
ま た， その 腺小葉の 密度は疎 で あ っ て，
胆管上流部ほ ど低 い こ とが わ か っ た ． こ の腺組織 は，
形態学的 に ， 肝外胆管周囲で観察さ れ て き た腺組織 と
同 山 の もの と思 わ れ る． 従 っ て， 胆 管系は， 十二 指腸
乳頭部胆管か ら肝内 ar e aduct付近 ま で 固有の 分枝管
状胞状の 混 合腺が対 をな して， 疎に 分布して い る こ と
が わ か っ た
．
また， その 分布密度は肝門部の肝管 で 最
も 高く ， 肝 内胆管上流部ほ ど低 い こ とが わか っ た
．
ま
た， 肝内胆管壁内に 単 一 管状腺 がみ られ たが， こ れ は
極めて 少量か つ 個体差が著 しか っ た の で， 胆管系の 固
有の 腺組織と は 考えら れ なく， 恐 らく過去の肝内脱管
刺激に 基づ い て生 じた単 一 管状腺と 思 われ る
． その 発
生機序に つ い て は後述す る．
人肝胆 汁に 種 々の嘩残基と し て測 定さ れ る粘液型 の
糖タ ン パ ク が検出さ れ てい る が2棋 51， それ ら の あ る も
の は肝内胆管の腺組織 か ら 分泌さ れ る粘液で あ る と思
わ れ る． 腺組織は ， 組織化学的所見よ り， 中性ム チ ン，
シ ア ロ ム テ ン ， ス ル ホ ム チ ン の 3者 を分泌す る と考 え
られる
．
また ， 此 － マ ン ノ ー ス ， ．仔 一 グ ル コ ー ス 等 の 3，
4 ， 6位 に 水酸基を もつ 糖残基と特異的に 結合 す ると
さ れ る Con A2 6Iの 反応性 は， 生理 的 に は 陰性 で あ っ
た
．
一 般 に ， 上 皮性 の 粘液 と は タ ン パ ク に hete ro－
Oligo s a c charide 鎖が グ リ コ シ ド結合 した ム チ ン型 の
糖タ ン パ クで あ り， その 糖残基と して は， ガ ラ ク ト ー
ス ， フ コ ー ス ， N － ア セ テル ガ ラク トサ ミ ン ， N－ アセ ナ
ル グル コ サ ミ ン， シ ァ ル 酸が 主 で あり， マ ン ノ ー ス お
よ び グル コ ー ス 残基 は少い と され て い る271． 肝胆 れ 胆
嚢胆汁の 化学分析 で は ，胆汁の 糖 タ ン パ ク に お い て も，
グ ル コ ー ス お よ び マ ン ノ ー ス残基 は少い との 報告2引が
あ り， 本研究の Co nA 非反 応性 との 結果と 一 致 して い
る．
H ． 肝 内結石 症
肝内結石 症 の 結石 郡胆管 に 多量 の 小腺管の 集族した
構造物が存在す る こ と が知ら れ て い る ． 中沼 ら 川 は， 肝
内結石症 の 胆管病変 を3型 に 分類 し， その う ち粘液腺
の 増殖す る 増殖性胆管炎 を最も高率に み られ る基 本的
病変で ある と し て い る
．
Ya m a m ot 121は， 多く の 粘液
分泌腺が胆管壁内外に 存在す ると し， そ の 起源 を考察
して い る ． 他方， 胆 管の 形成異常や細胆管の 集簾巣と
み な す解釈 も あ り， この 腺様構造物の 本凧 起源は明
らか で は な い
．
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本研究 で ， この 胆管壁内外の 構造物は腺組織 で あ る
と結論 され た． ま た， 肝 内結石 症の 腺棟構造物 は， り
正 常肝 に も 少量 の 同 一 腺組織が 存在す る こ と， 2う 結
石 量が多い ほ ど腺組織 も多い こ と， 3う 肝外閉塞 に よ
り腺組織の増殖傾向が み られ る こ と， 4う 以 下 に 述べ
る胆管系上皮の 性質， の 4点の 理 由に よ り， 炎症刺激
に 対す る反 応性変化に よ り生 じた も の と思われ る． つ
ま り， 肝内結石 症の 壁内腺 は胆管表層上皮が胆管壁内
へ 入 り こん で増殖 した管状腺 で あ る と思わ れ， 胆嚢の
慢性炎に お ける Rokita nsky－Aschoff洞 の発生機序 に
類似 してい る ． この様 に 発生 した と思わ れ る壁内腺が
と くに著 しく増加す る が， 肝内結石症 の特色の 1つ で
ある． 一 方 ， 肝 内結石症壁外腺 は， 生理 的状態下 に 存
在す る 固有の腺組織が炎症性刺激 に対 して 増殖 した も
の， 即 ち過形成 であ ると思わ れ る ．
Ho u細 は ， モ ル モ ッ ト総胆管表層上皮が傷害 に 対 し
て細胞分裂 で 増殖 し， 粘液の 多い 新 し い C ry pt を形成
す る と して い る． ラ ッ トの実験的総胆管結石症 で は，
総胆管 ． 肝 内胆管の 上皮の 増殖 が生 じる こ とが 観察さ
れ て い る2引 ． ま た， 人胆嚢に は元 来固有の腺組織は存在
しな い ， 或い は胆嚢管壁に の み少量存在 す る とさ れ て
い る が， 胆嚢炎や胆嚢結石症 で は種々 の化生腺組織が
出現す る3叩 川 ． また且巨車上 皮 は刺激 に よ り細胞分裂を
お こ す こ と が報告され32榊I， 実験 的胆嚢結石症 で は， 結
石が析出す る以前に 粘液 をも つ 腺組織が出現 す る こ と
が 知られ て い る3 ト 39I． こ の様に ， 胆管系の表層上皮に
は種々 の腺組織 へ 転 化す る pote ntial があ り， 肝 内結
石症も例外 で はな い だ ろう ． 本研究 で壁内腺 に 杯細胞
や偽幽門腺化生が み ら れた こ とは ， 肝内胆管表層上皮
と胆嚢上皮の類似性 を物語 っ て い る ．
Schein ら
4 01は， 人総胆管結石症 に お い て ， m u C O u S
gla nd が 正常対照群 よ りhype rpla stic a nd hyper－
tr ophic で あ ると してい る ． Ca m e r o nら
41 は， ラ ッ ト総
胆管結染後 に核分裂像が主に 総胆管biliary gla nd に
認 め られ る こ と を観察し て い る． 従 っ て ， 正 常 な状態5I
ば か りで なく ， 病的状態 に お い て も ， 腺上 皮が最も頻
回 に 細胞分裂 を起 こ す ， 即 ち， 腺上 皮の増殖が生ずる
と理 解さ れ る． 同様の 現象が気管支腺の 過形成ヰ2りこも
みられ る． これ ら を総合的 に 判断す る と， 肝内結石 症
に み られ る 多量の 壁外腺は， 生理 的に 存在す る腺組織
の増殖の結果で あ り， 過形成 で ある と考 え られ る． こ
の様に 増殖 した 腺組織は著 し い 粘液分泌 を示 した ． 正
常肝に 比 べ て， 酸性度 に 基づ く粘液の 性状 で は質的変
化 を認 めな か っ た が， Co nA 反応性が認 め られ た 点で
異な っ てい た ．
一 般に腺組織 は刺激 に 対 して， 粘液分泌冗進の 形で
反応す る． 肝外胆管系 で も 同様 なの で 2 8 可 1I， 肝内胆管
も例外 で はな い と思わ れ る． あ る種の 疾患 で は粘液精
タ ン パ ク の 糖残基の構成が変化 する こ と が知 られ てい
る 相
．
しか し， 人胆嚢結石症， 実験的胆嚢結石 症 に お い
て， Le eら
2 5即1は組織化学的， 分析化学的に ， 対照群と
結石 群の 間に 粘液糖 タ ン パ ク の 質的変化は認 めな い と
して い る
． 本研 究で は結石群 に Co nA 反応性 の 出現或
い は冗進が腺上皮細胞 に 認め ら れ たが ， どの よう な変
化 に もと ずくか は， さ ら に 粘液の 分析が 必 要で あろう
．
本研究 で は， 結石 内に 粘液が存在 し， ま た ム チ ンゲ
ル 内に 結石 が存在す る こ とが 組織化学的 に 認め られ，
増殖 した 腺組織 か ら分泌 され る 粘液 が どリ ル ビ ン 結石
の核形成 と そ の 増 大 に 関与 し て い る こ と が示 唆 され
た． 従来よ り， 結石 の 種類 ． 存在部位 を問わず， 結石
形成 と粘液の密 な関係が示 唆さ れ て い る． 即ち， 結石
内の 粘液糖 タ ン パ ク の 存 在が ， 組 織化学的 相 ， 化学
的欄 ， 分光学的4 8湘Iに 証明され ， さ ら に 結石 胆汁の 粘液
糖タ ン パ ク の 増加24125t実験的胆石症 軌 朝 や in vitroの
結石 形成の 実験5い5 21か ら， 粘液が結石 の 核形成 と結石
の 増大 に 関与 して い ると 指摘 され て い る ． 肝内結石症
で も ， そ の肝胆汁 は正 常肝月旦汁 に 比 べ て結石 形成能が
強い こ とが 指摘され て い る51 ． 粘液 の なか で も， 特 に硫
酸基を も つ 糖タ ン パ クや a cidglyc o samin oglyc anが
問題 に さ れ てい る5 ト 瑚 ． 結石 内の 粘液糖 タ ン パ ク の 分
析は き わ め て困難で あ るが， 結石 形成と の 関連に お い
て， さ け る こ との 出来な い 今後の 課題 で あ る．
肝内結石 症 に お け る増殖腺組織 と同様 の 病変が肝吸
虫 に お い て も認め ら れて い る こ と は興味深い ． Ho u541
は ， 肝吸虫 の 寄生 して い る胆管壁内 に粘液分泌所見の
あ る ade n o m ato u s el m e nts を観察 し， Cho uら41は，
そ の粘液組織化学的検討 を行い ， 腺組織は 主 に 酸性ム
チ ン を分泌す る と して い る ． 肝吸虫 の 腺組織は， Ho u
の 写真 か ら判断す ると ， 肝内結石症 の 壁内腺に 相当す
ると 思われ る が ， 慢性刺激に 対 して 反応す る 腺組織の
過形成 は肝内結石症 と類似 して い る ．
I工I
． 肝 内胆 管拡張 症
近年， 先天性総胆管拡張症1 31や Ca r oli病等の 先天 性
肝内胆管拡張症 に稀 に 結石 が合併す る こ と が報告され
て お り
1 4一 周
， 逆 に 一 部 の 肝内結石症 は先天性肝内胆管
拡張症 よ り進展 し た病変 で あ る と い う 議論 が ある．
よ っ て ， 肝 内胆管拡張症の 組織像， 特に 結石 形成 に 重
要 な役割 を果 す粘液を分泌す る腺組織が存在す る か 否
か に つ い て調 べ た ． そ の 結果， 先天 性肝内胆管拡張症
の 腺組織 は正 常肝 と同様 で あ り， 粘液分 泌の 著 しい 克
進 な く， 結石 も見 られ な か っ た ． しか し， 先天 性孤立
性肝内胆管拡張症 で は， 若干の 腺組織の 増加傾向と粘
液分泌冗進所見が み られ ， 2例中 1例 に 胆管拡張部に
結石 が み られ た ． ま た， 肝外閉塞性肝内胆管拡張症に
肝内胆管付属腺 の 形態学的研究
お い て も， 軽度 の 腺組織増殖と粘液分泌克進が認め ら
れ， 胆汁う っ 滞刺激 に反 応 して 腺組織の 増殖が生じ る
こ とが 示唆さ れ た．
以 上 か ら， 胆管の 拡張が 先行 して い る例 で は ， 稀に
腺組織の 増殖と粘液分泌完進を認め る場合が あ っ た け
れ ども， い ずれ も軽度 で あ っ た ． 従 っ て， 原因不明の
肝内結石症が， 胆管の先天 性拡張 を前段階と して発生
する と い う 議論 に は 同意 しが た い 結果であ っ た ．
結 論
1． ヒ ト正 常肝の 肝内胆管に は， 肝外胆管の腺組織
と同様の 腺組織が肝門部か ら a r e adu ct付近ま で分布
して い た ． そ の 密度は胆管上流部ほ ど低 か っ た
．
こ の
腺組織 は分枝管状胞状腺 で あ り， そ の腺小 葉は胆管壁
外の結合織内に 存在 し， 胆管の 両側 に 2列に 配列 し，
導管で胆管内腔と連絡 して い た． ま た， こ の 腺組織 は
柴液腺房と粘液腺房 よ りな る混合腺 で あ っ たが ， 焚液
型小葉が 75％， 粘液型小葉が 12％， 混合型小葉が 13％
で あ り， 費液腺房優位で あ っ た ． 粘液腺房に は， 少量
の 中性ム チ ン ， シ ア ロ ム テ ン ， ス ル ホム チ ン が 認め ら
れた
．
ま た， 胆 管壁内に は， ごく少量 の 単 一 管状の 粘
液腺が存在 して い た
．
こ れ ら 2種 の 腺組織 は胆管内へ
の分泌腺 と考 えられ る．
2 － 肝 内結石症 の 胆管壁内外に は多量の 腺組織が み
られ， それ らは壁内勝と壁外腺か ら成 っ て い た ． 壁内
腺は管状の 粘液腺で あ り， 多量の 中性ム チ ン ， シ ア ロ
ム チ ン， ス ル ホ ム チ ンが 認 められ た ． 壁外腺は 分枝管
状胞状の 混合腺 で あり， その 粘液腺房 に は多量の 中性
ム チ ン， シ ア ロ ム テ ン ， ス ル ホ ム チ ンが 認め ら れ， い
ずれ も粘液腺房の 増加が著 しか っ た と考 えられ る ． 発
生機序と して， 壁内腺 は胆管表層上皮 か らの 転化， 壁
外腺 は生理 的 に 存在 す る 腺組織の 過形成と考 え ら れ
る． 両腺の 増加 はお お む ね胆管内結石数 に比 例 して い
た
． また ， 結石内に 多量 の 粘液が含 まれ て お り， 増殖
した腺組織 か ら分泌 され る粘液が結石形成の 一 部に 関
与し てい る こ と が示 唆さ れ た
．
3 ． 肝外閉塞 に よ る肝内胆管拡張症 で は， 若干 の 腺
組織の 増殖が み ら れ たが 結石 はな く， 非閉塞性肝内胆
管拡張症 に は， 明 らか な腺組織の 増殖が な く， 1例 を
除い て， 結石 形 成を認め な か っ た ．
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Lege nds fo rphotogr aphs
Photo ． 1． Chola ngiogr aph of a slice of a n o r m al
a utopsied liv er． M ajo r la rge bile ducts a re
identified．
P hoto ．2． Ser o u stype of gla ndula rlobule in the
pe riductaltiss u e oftheintr ahepaticbile du ctin
the n o r m al liv er． T he epithelia a relo w．
C Olu m n a rin shape with dark cytopla s m s． So m e
a cinishow br
－
a n Che s． T helobuleis s urro u nded
byfibr o u stis su es． くH Estain ， X200J．
Photo ．3． M u c o u sty pe ofgland ularlobule inthe
pe riductaltiss u e oftheintrahepatic bile du ctin
the n o r m al liv er． T he epithelia a rehigh－
C Olu m n a rin shape with clear cytopla s m s a nd
n u clei in ba s al po sitio n． So m e acini sho w
br a n che s． くH Estain， X200J．
Photo． 4－ C hola ngiogr aph ofthe rightsegm ent a nd
a r e adu cts in the n o r m al liv er． T he o utlin e of
thedu cts いりis rug ged， Whichpos sibly repr es e nts
the e x c reto rydu cts ofgla ndularlobulic o ntaining
C O ntr a St m edium ．
Photo ．5， Tw ogla ndularlobuliく11in bothsid占s of
the segm e ntdu ct inthe n o r m a1 1iv e r． T helu m e n
C O ntain sbla clく COntr a St m ediu rn， a nd thelobuli
a relo c ated pa r allelto the hepatic par e n chym al
edge． くHE stain ， X20J．
P hoto． 6． Highe r magnific atio n of the right－Side
lobule o nP hoto ．5． Notethat thelobule c o n sists
Of s e v e ral cini． T helobule c o n n e cts with the
bile du ct lu m e nthr o ugh a c onduit c o ntaining
bla ck c o ntr a st m ediu rn． くH Estain， X40l．
P hoto ．7． T hefirsts erials e ctio n oftheintr abepa－
tic s eptal bile du ct， Sho wing a n absenc e of
a ss o ciated glands in the n o r m al liv e r． 田 E
Stain， X200ナ．
P hoto－ 8． T he s e c o nd s e ctio n obtain ed at 20JLm
thickn e ssfa rfrom that of P hoto， 7． Tw o a cini
OeftJa r e s e e n． くH Estain ， X 2001．
Photo ．9
．
The third s ectio n obtained at 40FLm
thickn e ssfa rfr o mthat ofPhoto ．8． T helobule
C O n n e CtS With the bile du ct lum en thro ugh a
C O nduit． The fibr o u stis su e a r o u nd the lobule
links with that of bile du ct w allas w e11． くH E
Stain， X200ナ，
P hoto ■ 10－ The fo u rth s e ctio n obtain ed at 30JL m
thickn es sfa r fr o m that of Photo ．9． Sev e ral
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a cini of a m u c o u sty pe ag gregate to fo r m a
lobula r ap pe a ran ce su rro u nded by the de n c e
C O n n e Ctiv etiss u e． tH Estain， X 200I．
P hoto．11． The fifth s e ctio n obtain ed at lOOJL m
thickn e ssfa r fro m that of Photo． 10． The
lobula r siz e r edu ce sto o n e a cin u s． くH Estain， X
2001．
P hoto． 12． T he sixth s e ctio n obtain ed at 60JLm
thickne ssfa rfr o mthat of P hoto ． 11． T helobule
dis ap pe a rs a nd co m m u nic atio n betw e en the
lobule a nd hepatic pa re n chym ais n ot s ee n． くH E
Stain ， X200J．
P hoto． 13． Tubula rgla nds within theintrahepatic
bile du ct w all in the n o r m al liv er． T hey n e v e r
r ev e a1 lobular ar chite cture a nd areis olated fro m
ea ch other． くH Estain ， X200J．
P hoto ．14． C hola ngiogr aph of the liv e r with
hepatolithia sis． T he bile du ct lu m e nis e xten－
Siv ely dilated a nd fi11ed in pla c eswith r adiolu －
Ce nt C alculi．
Photo ．15． Bile du ct w allof the stone－ a n Choring
bile du ct． Prolife r ating intr a m u r al gla nds a re
evident within the bile du ct w allくrightl， While
e xtr a m u r al gla nds a r eoutside the biledu ct w all
くIeftl． くH Estain， X40J．
Photo ．16． Irltr a m u ralgla nds within the bile du ct
W all in hepatolithia sis． T he a cinic o n sit m o stly
Of m u c o u s cells， Sho wing a n abs en c e of lobula r
a r chite ctu r e． くH Estain ， X200l．
P hoto．1 7． Extr a m u r al gla nds re v e aling lobula r
pattern s in hepatolithia sis． T he lobuli a r e
C O mpO Sed of bothsero u s a nd m u c o u s a ciniwhich
a r e su rr o u nded by c o n n e ctiv etiss u efibre s， and
be a r a clo se re s e mbr a n c eto thelobule n o r m ally
pr es e nt． くH Estain ， X20J．
Photo ．18． T he fir st s eri als e ctio nforthe e xtra－
m ur al gla nds． M a ny e xtr a m u r al gla ndsくup pe r
leftJsho w alobula rpatter nin the o utside ofthe
affe cted bile du ct くrightJ． T he r eis a s m all
C O nduitくtJo nthe low e r c e nte r． くH Estain， X
401．
Photo．19． T he s e c o nd se ctio n obtained at2 50JLm
thickn e ssfa rfrom that ofPhoto． 18． T he s o m e－
What dilated du ctくtJis the c o nduit which is
CO ntin uo u s with that sho w n o nP hoto． 18． T he
a ciniくやl ope ninto the lu m en of this c o nduit．
田 E stain， X401．
P hoto ．20． T he third se ctio n obtain ed at 45JLm
thickn es sfa r fr o m that of P hoto ．19． T he
C O nduitくtlbec o m e slarger than that o n Photo，
19． T he right edge is a nin n ers u rfa c e of the
la rge bile du ct with lo ss of epithelia ． くH E
Stain， X401．
Photo ． 21． T he fou rth se ction obtain ed at 50JJ m
thickn e ssfa r fr o m that of P hoto． 2O． T he
c o nduitくtlgets clo s erto the du ctlu m e nくrightJ
tha nin P hoto ．20， a nd other acini a re clos ely
a s s o ciated wi th the c o nduitく1 u くH Estain， X
40J．
P hoto． 22． T he la st se ctio n obtain ed at 20FLm
thickn es sfa rfr o mthat of P hoto ．21． T he c o m－
m u nic atio n betw ee nthe c o nduit a nd bile duct
lu m e nis e videntくtJ． くH Estain ， X 4 OJ．
Photo ．23． CholanglOgraPh of the liver with
intr ahepatic bile du ct dilatatio n du eto extra－
hepatic obstr u ctio n． T he intr ahepatic bilia ry
tre eis diffu sely dilated．
P hoto． 24． T heleft segrn e ntdu ct w all in theliver
With intr ahepatic bile du ct dilatatio n du e to
extrahepatic obstrutio n． Glandular lobuliar e
mildly hy pe rpla stic a nd a cin a rlu m e n c o ntai s
m u cin o u s m ate rials． くH Estain ， X lOOJ，
Photo． 25． Chola nglOgraph of the liv e r with
Ca r oli
，
s dis e a se． T he bilia ry tre eis m ode rately
dilated with cystic co nfigu r atio n s．
P hoto ．26， CuトSu rfa ce of the liv e r with Ca r oli
，
s
dise a s e． Intrahepatic bile du cts c o ntaining
White c o ntra st m ediu m a re m oderately dilated
With cystic c o nfigu r atio n s． T he liv e ris als o
studded with s e v e r alcystsくtI， Which a r e alm ost
C O nfinedto the a r e aju st a r o u ndthebiledu ctsbut
n ot c o m m u nic ate with the biledu ctlum en ．
Photo． 27． T heliv e r with Ca r oli
，
sdis e a se． La rge
po rtal a re a sho w sdilated bile du ctsくDJ， glands
くGI， CyStSくCJa nd mild fibr o sis． くH Estain ， X 4OJ．
Photo． 28． A s m alle r po rtal tr a ct くrightJ a nd
adja cent von M eyenburg c om ple xく1eftl ofthe
liv er with Caroli
，
s dise a s e． T he po rtal tr act
bringing septal bile du ct a nd peripo rtal liv er
pa r en chym a a re fibr o u s． T he tubuli of v o n
M eyenbu rg c o mple x a r eirr egula rin shape． 旧E
Stain， X 401．
P hoto ．29． Chola ngiogr aph oftheliv er withs olitaT
ry cystic dilatatio n of the leftlate r al s egm ent
肝内胆管付属腺の 形態学的研究
duct c o ntaining r adiolu c e nt c alc uli．
Photo． 30． Cut－S u rfa c e ofthe s a m eliv e ra s sho w n
o n P hoto． 29． T he cystic ally dilated bile du ct
c ontain spigm entsto ne sへ1．
Photo． 31． T hebiledu ct w alla nd pe ridu ctaltis su e
at the site ofdilatatio nin the s a m eliv er a s show n
o nPhoto．3 0． Ar o u nd the bile du ctlu m e n c o n－
taining plgm e nt StO n eS a nd contra st m ediu m，
gla ndular tissues a r epre se nt within both bile
du ct w alla ndpe ridu ctalcon ne ctiv etiss u e． T he
gla nds a r e so m e what in c r e a sed in a mo u nt a s




Photo ．32． C hola ngiograph oftheliv e r withs olita ，
ry cystic dilatatio n of the left later al s upe rio r
a re adu ct．
P hoto ．33． Cut－S u rfa c e of the s a m eliv e r a s
de m o n str ated o nP hoto ．32． Note the cystic ally
dilated bile du ct c o ntaining white c o ntr a st
m edium ．
Photo． 34． Photo mic rograph ofthebile du ct at the
Site of dilatatio nin the s alneliv e r a s sho w n o n
P hoto ．33． The r e e xist the gla nds within both
thebile du ct w alla nd peridu ctaltis su eto n e a rly
the s a m e e xte nt a s tho se on P hoto ．31． くH E
Stain， X40I．
Lege ndsfo r c ol r photogr aphs
Colo r photo ． 1． Gla nds of the intrahepatic bile
du ctin the n o r m al liv e r． くA B2．5ノP AS stain ， X
2001．
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Colo r photo． 2． Gla nds of the intrahepatic bile
du ctin the norm al liv e r． くH IDIA B 2．5 stain，X
2001．
Colo r photo ■3－ Gla nds of the intrahepatic bile
du ct in the no r m al liv er． くConAIH R PIDA B
Stain ， X2001．
Colo r photo． 4－ Intr a m u r al glands a nd su rfa c e
epitheliu mくup pe rンoftheintrahepaticbiledu ctin
hepatolithia sis． 仏 B 2．51P A Sstain， X2001．
Colo r photo －5． Intr a m u r al gla nds a nd s u rfa c e
毎itheliu mくup perloftheintr ahepaticbiledu ctin
hepatolithia sis． くHI DIA B 2．5stain ， X200J．
Colo r photo ．6． Intra m u ral gla nds a nd s u rfa c e
epitheliu mくup pe rloftheintr ahepaticbile du ctin
hepatolithia sis． くConAIH R PJD A Bstain ， X200l．
Color photo ． 7． Extr a m u r al gla nds of the
intr ahepatic bile du ctin hepatolithia sis， くA B 2．
5ノP A Sstain ， XlOOl．
Colo r photo ． 8， Extr a m u r al gla nds of the
intr ahepatic bile du ctin hepatolithia sis． くHI Dノ
A B 2．5stain ， Xl OOI．
Colo r photo ． 9． Extr a m u r al gla nds of the
intrahepaticbiledu ctin hepatolithia sis． くCムnAJ
H R PノD A Bstain ， X200ナ．
Colo rphoto．1 0－ Pigm e nt sto n e s a nd m u cin gel in
the lu m e n of the intrahepatic bile du ct in
hepatolithia sis． 仏B 2．51P A Sstain， X200l．
Colo rphoto ．11． Pigm e nt sto n es a nd m u cingel in
the lu m e n of the intrahepatic bile duct in
hepatolithia sis一 田I DIA B 2．5 stain， X200L
MorphologicStudies on Ex cretory Glands Distributingwithin theIntrahepatic Bile Du ctWals
and Peridu ctal Tissu ein Nor mal Hu m a nLiver s a nd LiverswithHepatolithiasis and Intrahepatic
鋸e Du ctD natation TadashiTerada， Departm e nt of PathologyくIIJ，くDire ctorニPr of． G． OhtaJ，
Scho ol of Medicine
，
Kan aza w aUniversity， Ka na za w a920－ J ． Ju z e nMed－ So c． ， 93， 59 9－ 619
く19841




T he pr esent studies a r einte nded to investigate llpo ssible e xistence of the excr etory gla nds
as sociated with the ih du cts ぐくih du ct，， sta nds fo rintr ahepatic bile du ctsJand，ifpr e s ent， t heir
C Onfigu ratio n sin cluding distributio n， de n sity a nd m o rpholog y言 21 the n atu re and origin of
Pr Olife r ating gla ndula r stru ctu r es se e n ar o u nd the affected b ne ductsin hepatolithiasis三3Jt he
aPPea ra n C e Of the gla ndsin the liv e rdisease sexhibitingtheih du ct d natatio n． In t hirtycase s of
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n o r m al c o ntr oIs
，
1 7c ase s with hepatolithia sis a nd 1 8c a ses with ih du ct dilatation ，1iv e rs w er
exa min ed by m e a n s of the chola ngiogr aphy a nd histologic al obs e rv atio n together with s e rial
Se Ctio n l ng and m u cin histo che mistry－ In n o rm als the e x cr eto ry gla nds w er efo u nd to distibutein
t he c o n n e ctiv etis su e clo s eto the hepatic， S egm e nt a nd a rea du cts三the fa cthad n otbe e nhit herto
de s c ribed． H istology ofthese glands w a sthe s a m e ast hat ofthe e xtrahepatic bile du ct． T heir
de n sity w a shighe st in the hepatic du ct a nd lo w e st in the a rea du cts． T he gla nds w ere of a
bra n ched tubulo alv e ola r a nd s e r o m u c o u sty pe a nd c o n sited of the lobule s which w e r edistri－
buted o n bothside s of the du cts fo r ming tw o r o w s． T he individu allobule w a s s u rr ou nded
by a t hin fibr o us band， a nd had a c o nduitlinking e ach lobule witha nih du ctlu m e n． T he m u－
COu S a Cini w er e re v e aled to contain a s m alla m o u nt of neutr al， C a rbo xylated a nd sulfated m u cin
．
There w e r e als o afe w of sim ple tubula rgla nds within the du ct w alls which
，
ho w ev er， V a ried in
nu mberfro m o n eliv e rto a n othe r
．
In hepatolithiasIS， gla ndula r str u ctu re s w e r eh a vily pr olife－
r ated within a nd a ro u nd the sto n e－ C Ont aining du ct w alls a nd div ded into intr a－ a nd e xtr arn u r al
gla nds． T heintra m u r algla nds w er e of a tubula r a nd m u c o u sty pe， While the e xtr a m u ralglands
W e r e Of a bran ched tubulo alv e olar a nd se r om u c o u sty pe． T he intr a m ur algla nds migh to rigin ate
fr o m an in v agin ation of the s u rfa c e epit heliu m oft heih du cts a nd a subsequ e ntpr olife ratio nin
itssite － T he e xtr am uralgla nds might r e s ult fr o m a c o n spI C u O u SPr Olifer atio n ofthe pr e e xisting
gla nds t hat w er ephysiologic ally pr e s e nt a ro u nd the du cts． Bothgla nds ap peared to e x c rete a
la rge a m o u nt of m ucinl Che mic ally simila rto t hatfro mt he n o r m al liv e r． T her e wa slit le o r n o
glandula r abn o r mality in theliver with theih du ctdilatatio n witho utsto n e s
，
e X C ePtfo rthe c a s es
Ofextr ahepatic obstr u ctiv ejaund ic e． T hes edata s ugge stthat ala rge a m o u nt of m u cin sec r eted
fr om the gla ndsinto the du ctal lu m en is re spo n sible， at le astin pa rt， fo rt he fo r m atio n ofthe
intrahepatic gallsto n e．
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